
教育研究評議会議事録（第２１５回） 
 
日 時：令和４年 ６月３０日（木） １５時００分～１６時４５分 
場 所：事務局第一会議室及び及びオンライン会議 
出席者：小川、藤代、喜多、水野、佐々木、藪、海妻、山本、横山、境野、八代、伊藤、 

田代、村上、関野、松林、織田、宮本、天木、鎌田、小林、成田、萩原、澤井、 
木﨑、小藤田 

欠席者：比屋根、木村、清水 
 

配付資料 

 議事に先立ち、前回議事録について、原案のとおり議事録を確定することとした。 
 
 
議 題 
１．学生の懲戒について 

  学長から、学生の懲戒について諮る旨が述べられ、次いで、八代理工学部長から、資料

に基づき、学生の違法行為の内容、教授会審議の内容及び処分案について説明があった。 

審議の結果、原案のとおり退学処分が相当であるとし、学長から、本日付けで当該学生

を退学処分とすることが述べられた。 

 

 

議題１ 学生の懲戒について（上申） 
議題２ 第３期中期目標期間に係る業務の実績に関する報告書等について 
議題３ 岩手大学教員養成支援センター規則の一部改正（案） 
議題４ 岩手大学におけるＤＸ推進の方向性について（案）  
報告１ 令和３年度岩手大学監事監査実施報告について 
報告２ 第４期中期目標・中期計画における意欲的な評価指標の指定について 
報告３ 海外からの学生の受入に関する取扱いについて 
報告４ 学生の海外渡航に関する取扱いについて 
報告５ 教員人事に関する報告について（理工学部） 
報告６ 農学部共同獣医学科 評価結果及び内部質保証の取組結果 報告書 
報告７ 役員会報告（第５４４回～第５４６回）  
報告８ 経営協議会報告（第８０回） 
報告９ 学長・副学長会議報告（第２３６回～第２３８回） 
報告１０ 危機管理委員会議事録等（第８３回～第８９回） 
報告１１ 令和４年度入試委員会（第２回）記録 
報告１２ 令和４年５月１日現在の在学生数と卒業・修了生数の状況について 
報告１３ 令和４年度定例会議開催日程 
  



２．第３期中期目標期間に係る業務の実績に関する報告書等について 

学長から、第３期中期目標期間に係る業務の実績に関する報告書等について諮る旨が

述べられ、次いで、藤代理事から、資料に基づき、先月の当会議において提案後、各部局

等から出された意見を踏まえて字句の修正及び数値の加筆をしたとの説明があった。ま

た、第３期中期目標期間における取組と成果をスライドに纏めたので、活用して頂きたい

との依頼があった。 

審議の結果、原案のとおり了承し、「中期目標の達成状況報告書」及び「第３期中期目

標期間に係る業務の実績に関する報告書」を、当会議終了後に開催する役員会の審議を経

て提出することとした。 

 

３．岩手大学教員養成支援センター規則の一部改正（案）について 

学長から、岩手大学教員養成支援センター規則の一部改正（案）について諮る旨が述べ

られ、次いで、喜多理事から、資料に基づき、教育職員免許法施行規則の改正及び教員免

許更新制の廃止等に伴う所要の改正であるとの説明があった。 

 審議の結果、原案のとおり了承された。 

なお、学長から、本件は、本日付で施行する旨の付言があった。 

 

４．岩手大学におけるＤＸ推進の方向性について 

  学長から、岩手大学におけるＤＸ推進の方向性について諮る旨が述べられ、次いで、山

本副学長から、資料に基づき、現時点での実施内容や組織体制などの案に対してご意見を

頂きたいとの提案があり、数理・データサイエンス・ＡＩ教育及び人材育成イメージの概

要と併せて次の説明があった。 

・教育・研究・運営におけるＤＸを推進するために情報基盤センター及び理工学部シス

テム創成工学科知能・メディア情報コースを再編・強化したい。 

・各学部における教育・人材育成に関することは例示であり、今後、直接学部を回って

意見交換を行い、充分に議論していきたい。 

・応用基礎レベルの教育は、必要とする学生が他学部の授業を履修できるような共通的

な科目にしたい。 
 

審議において、教育内容、科目の担当体制、コンテンツ構築、高校での指導教員不足の

状況などについて意見交換が行われた。また、昨年度から教養教育の一部では進めている

が、初等・中等教育で学んできた学生が２年後に入学してくるので、早急に体系を構築し

教育を始める必要があること、さらに、令和７年度改組と併せてカリキュラムに組み込む

必要があることを確認した。 

審議の結果、方向性に関して原案のとおり了承し、検討を進めることとした。 

 

５．その他    

  なし 

 

 



報 告  

１．令和３年度岩手大学監事監査実施報告について 
監事から、資料に基づき、令和３年度岩手大学監事監査実施報告があった。阿部監事か

ら、監査の概要及び監査結果について説明後、ガバナンス機能の強化、効果的・効率的な

組織運営、大学と地域との連携強化、学部の将来構想、教養教育、学生との情報共有と協

働及び PDCA への強化などについて意見が述べられた。下田監事からは、SNS の活用
による大学の情報発信、学部のガバナンス、コンプライアンスの現状と課題及び未執行奨

学寄付金の活用などについて意見が述べられた。 
なお、阿部監事から、本報告書はサイボウズ・ガルーンに掲載しているので、教職員か

らもご意見を頂きたいとの依頼があった。 
 
２．第４期中期目標・中期計画における意欲的な評価指標の指定について 
藤代理事から、資料に基づき、第４期中期目標・中期計画における意欲的な評価指標の

指定について、文部科学省から各大学の申請を受け付ける旨の通知があり、学長・副学長

会議において審議した結果、評価指標の中から中期計画【６】の評価指標（１３）「女性

教員比率」を申請したとの報告があった。 

学長から、意欲的な評価指標としての申請をするが、今後も達成に向けて議論は継続す

るとの付言があった。 
 
３．海外からの学生の受入に関する取扱いについて 
  藪副学長から、資料に基づき、外からの学生の受入に関する取扱いについて報告があっ

た。 
 
４．学生の海外渡航に関する取扱いについて 
  藪副学長から、資料に基づき、学生の海外渡航に関する取扱いについて報告があった。 
 
５．教員人事に関する報告について（理工学部） 
理工学部長から、資料に基づき、教員人事について２件の報告があった。 

 

６．農学部共同獣医学科 大学基準協会獣医学教育評価 結果報告について 

７．役員会報告について 

８．経営協議会報告について 

９．学長・副学長会議報告について 

10．危機管理委員会報告について 

11．入試委員会報告について 

12．在学生数と卒業・修了生数の状況について 

資料のとおり。 
 
13．令和４年度定例会議開催日程の変更について 
  法人運営部長から、資料に基づき、令和４年度定例会議開催日程の変更について報告が



あった。 

 

14．その他  

 なし 
 
最後に、学長から、次回の教育研究評議会を、定例の７月２８日（木）の１５時から開催

することが述べられた。 
 
                                


